
岡山県環境保健センター大気科から、岡山県の光化学オキシダントの状況について紹
介します。
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この動画では、

まず大気環境の測定について、

次に光化学オキシダントについて、情報・注意報の発令状況、健康被害を防ぐ方法な
ど、

さらに情報提供サービスについて

の説明をします。
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まず大気環境の測定についてです。

当センターでは、県内の大気環境を関係市と連携し、66の測定局で24時間、365日測
定しています。
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主な測定項目は、二酸化硫黄、二酸化窒素、光化学オキシダント、浮遊粒子状物質
（SPM）、微小粒子状物質（PM2.5）、一酸化炭素、炭化水素、風向、温度、湿度などで
す。
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大気測定局は、左の写真のような建屋などです。

大気測定局の中には、右の写真のような自動測定器を設置しています。

測定局の屋根の上のパイプから空気を吸い込んで、局舎内にある自動測定機で測定
しています。

測定項目は、市街地、工業地帯など地域の特性を踏まえて測定地点毎に選定してい
ます。
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大気測定局で測定したデータは、光回線を通してリアルタイムで環境保健センターに
集約されます。

環境保健センターでは、この集約されたデータで大気環境を監視しており、人の健康
被害を未然に防止するため、大気汚染物質の濃度が高い場合などには、大気汚染情
報や注意報などを発令して、県民の皆様にお知らせしたり、協力工場などに大気汚染
物質の排出削減の要請を行ったりしています。
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大気測定局での測定データは、環境保健センターのホームページで１時間毎に公表し
ています。
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次に、光化学オキシダントについて紹介します。

光化学オキシダントは、自動車の排ガスや工場の煙などに含まれる窒素酸化物などの
大気汚染物質が、太陽の紫外線を受けて発生する酸化性物質の総称です。

主成分はオゾンで強い酸化性があり、高濃度になると人体に有害です。

空にもやがかかったように見える、光化学スモッグの原因になります。
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こちらには、光化学オキシダントが発生する仕組みを示しています。

自動車の排ガスや工場の煙などに含まれている窒素酸化物や炭化水素などの大気汚
染物質が、太陽からの紫外線を受けて光化学反応を起こし、オゾンなどの酸化性物質
が生成され、これらを総称して、光化学オキシダントといいます。

日射しが強く、気温も高く、風が弱い日に光化学オキシダントの濃度が高くなりやすくな
る傾向があります。

特に５月から９月は監視を強化し、自動車や工場から排出される原因物質の削減を呼
びかけています。
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次に光化学オキシダントの影響です。

光化学オキシダントの濃度が高くなると人体や植物にとって有害です。

目や喉の痛み、咳などの症状が出たり、植物の葉に斑点が現れたり、葉が落ちたりす
ることがあります。
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次に県内の光化学オキシダントの測定局ですが、県南部を中心とした45局で関係の市
と連携して光化学オキシダントを測定しています。
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次に県や市町村の対応です。

光化学オキシダントの濃度が高くなり、健康被害のおそれがあるとき、県又は市町村
がオキシダント情報や注意報などを発令します。

情報等の発令時には、インターネットやメール配信サービスによる県民への情報提供
や、市町村・報道機関等への迅速な情報の周知のほか、関係工場等への排出削減の
要請を行います。

こうした対策を講じて、大気汚染による健康被害の防止に努めています。
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オキシダントの情報、注意報や警報について、発令基準を定めており、気象条件から
みて発令基準の超過が継続すると判断される場合に発令します。

情報は市町村が、注意報・警報は県が発令しますが、いずれの発令も、発令のエリア
は市町村単位となります。
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光化学オキシダントは光化学スモッグの原因にもなり、この写真のように空にもやがか
かったように見えます。
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令和３年度は６月から８月まで情報・注意報の発令がありました。

発令日数は、県内で情報や注意報が発令された日数で、発令回数は、市町村ごとに
情報や注意報が発令された日の数を合計したものです。

令和３年度の発令日数は４日で、発令回数は10回でした。

令和元年度、２年度と比較すると、発令日数、発令回数ともに減少しています。
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令和３年度の発令状況の内訳です。

令和３年度は、最初に６月９日に井原市で情報が発令されました。

その後、７月２９日には岡山市など３市町で情報が発令され、８月１日には、倉敷市と
浅口市で注意報を発令しました。

８月３日には、総社市など４市町で情報が発令されました。

なお、令和４年度の最初の発令は、５月２５日に笠岡市で情報が発令されました。
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これは、平成23度から令和３年度までのオキシダント情報・注意報の発令日数と発令
回数の推移です。

折れ線グラフが発令日数で、棒グラフの上側が情報のみの発令、下側が注意報の発
令回数です。

令和３年度は、発令日数、発令回数ともに近年では最も少なかったです。

これは、梅雨の期間が長く、またオキシダント濃度が高くなりやすい８月も、台風や前
線の影響等で、日照時間が少なく、オキシダントの濃度が高くなりにくい気象条件であ
ったためと考えられます。

健康被害は、平成29年度に岡山市で発生して以降は報告されていません。

17



光化学オキシダントによる健康被害を防ぐためにオキシダント情報・注意報が発令され
た場合、屋外での激しい運動は控えてください。

また外出はできるだけ控え、屋内に入ってください。
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万が一、健康被害が生じた場合、目がチカチカしたり、痛みを感じたときは、水道水で
洗浄してください。

のどに痛みを感じたときは、うがいをしてください。

これらで症状が改善しない場合や呼吸困難等を生じたときは、医師の診断を受けてく
ださい。

また、最寄りの保健所又は市町村環境担当課にも連絡してください。
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岡山県では、光化学オキシダントによる健康被害の発生を防ぐため、オキシダント情報
・注意報の発令情報をメールでお知らせするサービスを行っています。

インターネットで岡山県の大気環境を検索いただき、岡山県の大気環境の状況のペー
ジにある「光化学オキシダントのメール配信の登録はこちら」をクリックしてください。
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メール配信サービスの登録ページに移ります。

配信を希望する地域にチェックを入れ、登録を希望されるメールアドレスを入力してくだ
さい。

最後に「配信登録」ボタンをクリックして登録完了です。

オキシダント情報・注意報が発令された場合、登録されたメールアドレスにお知らせが
届きます。
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最後にまとめです。

光化学オキシダントは、自動車の排ガスや工場の煙などに含まれる化学物質と紫外線
が反応して生成します。

日射しが強く、気温も高く、風が弱い日に光化学オキシダントの濃度が高くなりやすい
傾向があります。

健康被害を防ぐために、オキシダント情報・注意報が発令されたらできるだけ屋内に入
ってください。

県では、５～９月は監視を強化し、自動車や工場から排出される原因物質の削減を呼
びかけています。

オキシダント情報・注意報を知らせるメール配信サービスがありますので、ぜひご利用
ください。
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この動画に関するお問い合わせは、環境保健センター大気科までお願いします。

また、この動画の感想をお寄せください。詳しくはこの動画の概要欄か当センターのホ
ームページをご覧ください。

23


